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ロシアのアルコ

じめに 

日本製アルコール飲料のロシ

って日本酒、梅酒が輸出され

携わっているが、1980年代に

供されていたことが懐かしく

。日本酒をオーダーする客層

れゆえ日本酒はヨーロッパか

量であった。 

ロシアでレストランでの外食

ワの街には猛烈な勢いで新し

ら中央アジア料理、中華料理

スクワでは500店舗近くのレス
 
    ２００６年（平成１８年）７月５日号 No.１３６７ 

 

 

料市場と日本製品の可能性 ................菅原 信夫 １ 

..................................................................................................... ９ 

が着任／９ 

..................................................................................................... 10 

..................................................................................................... 10 

ョンのご案内／10 

スクワ／10 

予定  ......................................................................................  11 

レート  .......................................................................................  11 
 

ール飲料市場と日本製品の可能性 

有限会社スガハラアソシエーツ 代表 

菅原 信夫 

アでの販売という課題は新しく、2000年以降、寿司ブームに

るようになってからの話である。筆者はソ連時代からロシア

モスクワのWTCにあった和食レストラン「桜」で、日本酒が

思い出されるが、1990年代前半まではほとんど変化がなかっ

は、日本人を除けば日本駐在の経歴を持つ一部ソ連人のみで、

らトラックで米、調味料類とともにソ連に持ち込まれる程度

が一般化するのは1999年以降のことである。その頃からモス

いレストランがオープンする。ロシア料理、ヨーロッパ料理

へと進み、2000年以降の寿司ブームにつながる。2006年現在、

トラン、カフェで寿司が提供されている。 
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